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Siculo－Norman建築とGoethe   

GoetheがSicilia旅行を企図した動機と時機を調べるためには、彼がRoma  

およびNapoliで接触した人物たち、および当時の両都市での外国人社会の雰  

囲気と、そこでのイタリアの社会・文化・歴史に関する知識と情報の質を知る  

必要がある。イタリア旅行出発以前や北イタリア滞在の時期に比べて、この両  

都市に滞在の時期に、その国際的な「古代への回帰」の雰囲気の中で、Goethe  

のイタリアに対する知識が飛躍的にふえ深まったと思われるからである。特に  
Goetheが第一次Roma滞在中の1786年12月に、その Napoli，Calabria，  

Sicilia旅行（1785－86）から帰ったばかりのところを知り合った，デンマークの  

東洋学着で歴史家の Friedrich M仏nter，1）またGoetheが第一次Napoli滞  

在中親しく交際した、Napoli駐在イギリス公使Sir William Hamilton2）な  

どが重要である。またすでに Sicilia旅行の後のことであるから、旅行の誘因  

としては関係がないが、Goethe の第二次 Roma滞在中の1787年6月訟日  

に、女流画家AngelikaKaufmannの紹介による、フランス人考古学者Seroux  

d’AgincourtB）との出合いも、Siciliaについての認識を深めるという点で、ま  

た同様に重要である。一方、SiciliaにっいてGoetheが関心をもち始めた時期  

に関しては、Winckelmannの友人で、1767年にドイツ人として初めてSicilia  

を訪れたJ・H．vonRiedeselの旅行記ReisedurchSicilienundGrqPgriechen－  

h7nd（Zilrich，1771）をGoetheが初めて読んだのがそのStrasbourg滞在時  

代といわれる4）ことから、旅行の計画の可能性は相当に古くまで遡るものと考  

えられる。しかしSicillaは当時の西欧人にとって遥かに遠い孤立した世界で、  

ヨーロッパの文明圏の外に位置すると考えられ、情報も少く、疫病、海難、治  
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安の悪さ、交通網の不整備などから旅行者には生命の危険もあり、そこへの旅  

行は夢見られたものではあっても、イタリア旅行の当初から到底具体的に計画  

されうるものではなかった5）。従ってそれが現実の問題として浮び上って来た  

のは、上記両都市での滞在により、イタリア体験が深まり、Siciliaへの認識も  

深まり、Goetheにとって Sici肋旅行がどうしても必要なものとして、その  

要求が切実なものになってからのことと考えられる。   

それではGoetheのSicilia旅行の内的動機とは何であるか。この間題は細  

かい論拠が必要であり、これらのことは、いずれ別稿で扱わなければならない  

が、結論を先に言えば、GoetheがSiciliaに古代ギリシャ世界の反映をみて、  

そこで古代の精神の本源を感得したいと考えたのが主たる動機と考えられよ  

う。「古代への回帰」の必然的展開として、ラテン世界の涯にギリシャ世界が  
現われて、Goetheは古代の伊匹珊巧（‘′0／ノワPOゞ二0』rござ軋4ご11，107他）  

やrpごりα叩′α（鮎り冗レ∂∠∂てど：J汀Of’Jβ」1√6，ヱ，2）の島としてのSiciliaに導び  

かれたものである。Tischbeinが描いたGoetheinCampania6｝という絵画は、  

それ故まさしくGoetheの「古代への回帰」への情熱と当時の西欧の時代精神  

の象徴である。もっとも、その反面、GoetheがSiciliaの文明史的な地位、  

即ちヨーロッパ世界と、地中海辺緑の非ヨーロッパ世界との境界にあってその  

絶えざる接触の仲介を行い、ヨーロッパ世界にとって触覚の役割を果している  

歴史的な地位について、当時からある程度の認識をもっていたのではないかと  

いう推測も、「イタリア紀行」の記述その他からみて、一概に否定することは  

できない。例えば、「イタリア紀行」の次のような表現をみる時、これは20世  

紀の人間の手になる文ではないかと、錯覚をもつ。  

一シシリーは私にとってアジアやアフリカを意味する。様々な世界史的勢力の  

活動の目標となったこの不思議な地に、自分自身で立っことは、決して小さい事件  

ではあるまい。－（Napoli，1787年3月ユ6日）  

それ故、Goethe には Sicilia旅行出発以前からすでに、このような地中海  

世界の評価の仕方が意識の中にあり、それが旅行の副次的動機として働いてい  

たのではないかという留保をっけた上で、上記の結論に達するわけである。   

このギリシャ的な世界を求めて、Sicilia に赴いた Goethe にとって、二種  

類の異質なものが現われた。一つはドーリア様式の問題でありもう一つは  
Siculo－nOrman建築の問題である。   
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ドーリア様式のギリシャ神殿には、Goethe は Sicilia では Segesta と  

Agrigentoで出会う。しかし彼はそれ以前に第一次Napoli滞在期間中の1787  
年3月21日から23日まで、Kniepを伴ってCamapnia南部の古代ギリシャ  

遺跡Paestum（ギリシャ名〟（7げ∈ど∂仙レぬ）8）を訪れていた。イタリア半島を南下  

して来る旅行者は、この時代、古代ローマの遺跡は、北はTerona の円形劇  

場9）から始まって至る所で見ることができたが、古代ギリシャの遺跡を目にす  

ることができるのはPaestumが初めてであり、18世紀前半の発掘以来人々の  

跡Lを集め∴Winckelmannも友人のVolkmannとともに1757年ここを訪ねて  

いる10）。Winckelmann が初めてみるドーリア式神殿にとまどいを覚えたのと  

同様に、Winckelmannのギリシャ芸術様式説と美の理想に養われ、1Ticenzaや  

VeneziaではPal1adioll）やVitruviusの建築理論1ヨ）を研究する一方、Palladio  

の建築物18）を実地にみて、遥かに時代の下った建築物からギリシャ建築の理  

想美を推量し、独自な典雅で調和のとれた古典的な美の世界の理念を構築し、  
Romaでは々塘β柁よed好m〟rgJl▲）を完成させたばかりのGoetheにとって、  

はじめて目にする実際のギリシャ神殿は、発見されて間もないドーリア式であ  

ることも手伝って、異質な感じを与え、Goethe の古典主義的な美の世界を  
越するに足るものだった。Goetheはギリシャの真の姿を求めて赴いたSicilia  

で、再びこの異質なドーリア様式に出会う。Segesta と Agrigento のギリシ  

ャ建築の問題は、後に稿を改めて扱わなければならない。  

ドーリア様式の問題がGoetheのWeimar時代以来の古典主義的な美の理  

念の修正を迫るものであったとすれば、Siculo－nOrman建築の問題は、前者ほ  

ど直接的ではないが、古典古代の芸術様式ともゴシックなど西欧の芸術様式と  

も次元のちがう東洋的なものとの初めての接触によって、当初はGoetheに拒  

維反応にちかいものをひき起したが、長期的には彼の芸術観の変貌を起させる  

一つの転機となるものだった。この項では、以下 Siculo－nOrman建築につい  

て、その概要と特徴、11－13世紀当時におけるイタリア・地中海世界・ヨーロ  

ッパ世界との関連におけるその社会的・芸術的位置づけの問題、Goethe の滞  

在当時の反応と晩年にいたるまでの評価の変遷などについて調べてみたいと思  

・l∴  

始めに、1113世紀当時のイタリアを中心とナる地中海世界の芸術の情況を  

極めて大まかに概観してみたいと思う。   
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この時期は西欧ではロマネスク様式15）の時代に相当する。ロマネスク様式  

は、旧ローマ属領でロマンス諸語が俗ラテン語から徐々に分化したのとほぼ軌  

を一に して、主として旧ローマ属領を中心に紀元1（X巾年以降に発生して来る。  

その版図はスペインからポーランドに至る弧状の地域だが、イングランドや北  

欧、イタリア半島も含まれる。ロマンス諸語が共通性の中にも地域差が大きい  

ように、ロマネスク芸術も地域的特色が強く、いづれが発生の中心点であるか  

という点は、結論の定まらぬところである。その特色としては、民族大移動の  

混乱期の後、カロリンガ朝、オットー朝をへて西欧にようやく独自の民族共同  

体的な社会が発生しつつある歴史的・社会的背景から、ちょうどロマンス諸謡  

が俗ラテン語から派生して来たため「民衆的」であるのと同様に、極めて「民  

衆的」であり、その建築は力動感に温れ、「量塊の運動」を特徴とする。中で  
もフランスのRh6ne川沿岸、Bourgogne，Aquitaine，Normandie地方でこの  

形式ほ典型的に発展した。その教会建築の場合の典型は、ローマ末期のキリス  

ト教会のBasilica方式を発展させて、後陣のあるBasilica方式で、身廊の機  

能が発達しているのが特色である。   

この西欧形式に対侍する形で、ビザンツ帝国16〉では、コンスタンチノープル  

を中心に、10－11世紀の繁栄の絶頂期のいわゆるMacedonianRenaissance時  

代に、建築構造としての、ドームを頂く集中方式の平面（ギリシャ十字）と内剖i  

カ′ン 装飾としてのモザイク壁画が、長い発展の末に最終的に規範として確立し、イ  
タリア半島はもとより西欧各地に影響を及ぼすことになる。集中方式の典型と  

しては、Basiliusl世時代（886年前後）のギリシャ教会長老Photiusの手に  

なる、コンスタンチノープルの新しい寺院の建築構造に関する記述が残ってお  

り（月コ加go衰αGγαg叩，891年ころ）、それがこの規範の成立過程をみるのに役  

に立つ。ただし、寺院そのものは消滅している。ビザンツの宗教建築ではドー  

ムは神の住む宇宙の象徴として不可欠なものであるため、その巨大な重量を支  

える構造上の理由から、初期に行われたドーム・パシリカが次第に衰退し、代  

って方形プランの上にドームをのせる形式が発達し、その集中式プランの最終  

的な形式としてギリシャ十字が出現したものである。ドームは中央方形部分に  

一個であるが、前後左右の実に′トドームを配する形式も発達した。また1Z世  

紀前後には、それまで半球形であったドームの基底部が伸びて高くなり、いわ  

ゆるタンプール（鼓胴）形が発達し、その部分に一層ないし二層の小窓を備える  

形式が出現した。一方内部装飾としてのモザイクは、偶像を拒否する教義上の  

問題から神の存在を可視的に表現することに強い抵抗があり、そのためギリシ   



シチーリアにおけるゲーテ  

ヤ・ローマの芸術表現のような視覚的・写実的な様式でなくビザンツ独特の精  

神的・象徴的な人物像が発達した。8－9世紀の聖像礼拝問題の期間中この発展  

は中断したが、10世紀に最終的発展をとげ、建築構造の親範の確立とともに、  

教会建築内部の図像学的配置も一定の規範が確立して、ここにビザンツ教会の  
様式は完成を見るに至った。モザイクの材料は、塗料をぬったものではなく、  

七宝や色ガラスなどの透明体であり、その光を帯びた色彩は集中式の内部構造  

と相供って、独特の華麗で天上的な精神的空間を創出した。ロマネスクの力動  

感あふれる「量感の運動」に対して、ビザンツ建築の内部空間が「色彩の音楽」  

と称される所謂である。   

この時期の、西欧を含めた環地中海地域の文明として、以上のものの外に第  

三の文明の存在を忘れることができない。それは当時すでにSicilia からは撤  

退していたとはいえ、近東からアフリカ北岸を伝いイベリア半島に勢力を拡  

げ、ヨーロッパ世界に影響を及ぼしていた回教文化圏である。   

回教寺院は17〉、発展段階によってアラブ＝ビザンツ式と純正式に別れる。前  

者は7－1Z世紀、後者は13世紀以後のもので完成期のものである。いま扱って  

いる11－13世紀は前者から後者への過渡期に相当し、Siciliaのアラブ建築は一  

般にアラブ・ビザ ンツ式と考えられている。純正式のモスクの全体構造ほ大略  
次の通りになる。主堂1iw弛は信徒を収容する一室からなる集中式構造で、純  

正式では方形、それ以前では長方形であり、入口と向いあった奥の部分の壁面  

に壁轟がありその装飾部分をmibr豆bと称する。入口前に広い前庭がありそれ  

を回廊が取囲む。この前庭の中央で、主堂の入口の正面に位置する所に、hauz  

と称する兵事があり、信徒が礼拝前に全身を清める所である。mibr油，1王w云n  

の入口、hauzは必ず一直線上に並ばねばならない。そしてその直線のmibrab  

例の延長線のかなたにメッカが位置するような方向にモスク全体を構成しなけ  

ればならない。主堂の奥の左側の側面に沿ってmi】－barと称する、牌段と天蓋  

のついた高座があるが、教主の座とも、説教壇とも考えられる。さらにその手  

前に僧がコーランを読む、dakkaという卓がある。回廊部分には2僻から5個  

までのmanaraという尖塔があるがその機能は不明である。主堂は、屋根に大  

ドームを頂く。その基底部は正八角形になっておりその上にドームが乗る恰好  

になる。ドームは下方が曲率が高い馬蹄形やそれに高い基底部が加わったダン  

プール型などあり、中東ではドームの先端が尖っている。また建築の素材が石  

であるため、壁面が発達し壁面構成となり、その反面柱は余り発達せず補助材  

料に留っているのが回教建築の大きな特色である。このため構造は極めて明快   
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な幾何学的構成となる。ドームと方形建物の接続の仕方も方形四壁のぎりぎり  

の所からドームを盛りあげる形になるので、立方体と半円球とが一体化して美  

事な艶何学的効果を挙げる。これが稚晶体の構造と称されるもので純正式の大  

きな特徴である。またこの際方形上にドームを威せるための技術的処理として  

正方形上郡の四隅に楔形の三角状壁面を飲め込み、正方形を正八角形に直し  

て、それからドームをのせる手続が必要となるが、その三角壁部分に装飾を施  

す必要から、回教建築の室内装飾の一つである鐘乳石状F垂装飾、いわゆる  

stalactite（イタリア語ではStalagmite）が発生した。また他の室内装飾として  

は、回教では偶像崇拝の禁止から、人間はもとより生物でも積物以外はナべて  

画像化を禁じられている事から、無限に連続する幾何学模様としてアラベスク  

7－▼チ が生じる。またアラビア文字の意匠化も行われた。また扶持の形態ほ、下方の  
曲率が強く、上方は弱い、丸味を帯びた形で頂上がわづかに尖っているが、こ  

れはオジーヴ式迫持とは形態もちがっている。その他にアーチには回廊などで  

多用される、多数のアーチが格子状に組合わさったオージ・アーチ、二重馬蹄  

形アーチなど特色のあるものが多い。   

以上を要約すると、回教建築の完成期の形態は、結晶構造、抽象文、アラベ  

スクなどを大きな特色とすると言えよう。この様式はエジプトはもとより、チ  
ュニジア、ア／レジェリア、イベリア半島に拡がりヨーロッパにも強い影響を与  

えた。Granada のAlhambra宮殿（13－14世紀）もこの様式の典型の一つであ  

る。   

1113世紀の西欧をも含めた環地中海地域は以上のような極めて性格の明確  

な三種類の異質な文明を代表する芸術様式が鼎立して互いに強く浸透し合っ  

て、流動的な発酵状態を呈していた。西欧に初めて独自なものとして誕生した  

ロマネスク文化と、東方キリスト教世界を代表するビザンチン文化と、セム・  

′、ム語固回教文化の三つの異質なものが地中海をめぐって対立し溶けあい、混  

沌としているがもっとも可能性にみちた時代である。   

その中でイタリア半島は地理的にも、それら三勢力の交錯する場で、まさし  

く当時の隠酵状態のヨーロッパの縮図であり、ヨーロッパにあった要素でイタ  

リア半島にないものはなかった。その中でも、とりわけ特権的な地位にあった  

のがSiciliaである。   

ここでこの時期のイタリア半島の建築様式の分布を概観しておく必要があろ  

う。イタリア半島におけるロマネスク様式の中心地はLoInbardia地方でその   
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代表建築はMilm0のBasilicadiSant’Ambrogi018〉である。これはその頃成  

立した、Comuneの社会を背景に数世紀にわたる建築技術と民衆の表現意欲の  

集大成として、12世紀前半、最終的に完成したものである。その表現形式から  

みてスペインやフランス、さらにライン沿岸の同系の建築様式と関連が深いと  

いわれる。この事から、言語においてこの時期にロマンス諸語が完成したのと  
コイネ一  

同様に、建築においても共通語が誕生したのではないかと推定される。この建  

物は後陣の発達した、三本の身廊から成るバシリカ方式で、両脇に鐘楼を備え  

る。その特徴は中火身廊が広大で、両側の側廊との間のアーチにその分だけ加  

わって来る重量を、複雑な交錯迫持の立体的・重層的な使用によって力学的に  

巧妙に処理していることと、ファサードの窓が大きく切られ上下二層になりそ  

れぞれ中央・左右と三窓づっになっているため、光が身廊の部分を充し、側廊  

や内陣などの部分などと明暗が極立ち視覚的効果を挙げていることである。こ  

の様式はローマ末期の繊細で色彩豊かな世紀末的雰囲気とは対照的に、Lom－  

bardiaの粗野で自然な力動感あふれる生命力の表現である。アーチの技法も  

重量を支えるためというよりもむしろ、力動感を誇示し強調するためのものと  

思われる。   

これに対してビザンツ様式のイタリア半島における中心はRavennaおよぴ  

Veneziaである。Ravennaはビザンツの直轄地であったことから、Veneziaは  

Ravennaの監督下から独立した歴史的過程から、かつてビザンツの版図であっ  

た南イタリア、Sicilia とともにイタリアにおけるビザンツ文明の拠点であっ  

た。Venezia は紀元1000年ころから独自の芸術活動を始めるが、海上国家で  

あることから、その芸術的源流は、ビザンツ帝国のRavennaの他、ローマ末  

期に作られたAdria海沿岸の都市のRevenna系建造物、小アジア海岸やアフ  

リカ北岸、オリエントの建築や素材などであり、1094年に完成したCattedrale  

diSan．几′Iarco19）こもこれらの多様な影響を証明することができる。その構造  

は、6世紀から11世紀初頭まで存在したコンスタンチノープルの「十二使徒の  

バシリカ」を手本にしたと伝えられ、ギリシャ十字の上に奮っきのドームが、  

中央の大ドームの前後左右にそれぞれ一個づっあり、合計5個あり、寺院正面  

の両脇に拝廊が轡のような形で撮め込まれ、その上には尖塔が林立する。内部  

7一手 は円蓋が巨大な角柱群と、巨大な扶持で支えられており、十字形の両実の交錯  
に、空間の独特な集中と融合の印象を与える。しかしこの構造自体は極めてダ  

イナミックな内部空間も、金を主体とするモザイク装飾の色彩の輝きによって  

その力動感を吸収されている。この繊細華麗で彼岸的な雰囲気を漂わせてい   
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る、色彩の音楽とも言うべき象徴的な空間は、この建築がビザンツ芸術の詣承  

であるとともに、ロゾマ末期のヴィジョンに直結するものであることをホLて  

いる。   

イタリア半島でほとんど時を同じくして現われた以上二つの建築は当時のイ  

タリアを二分する様式の典型であり、互いに異質なものとして浸透しあった。  

建築様式の分布は、地下水脈のように思わぬ所で通じあって退か隔った所に影  

響が現われることがあり、モザイク状に現われたり、折衷様式が現われたり、  

時間的推移があったりして特にこの時期のイタリアにおいて複雑な様相を示し  

ているが、極めて概括的な分布図を示すと次のようになる。まず、ロマネスク  

様式はMilanoを中心としてLombardia，Emilia－Romagna地方を中心とし、  

VenetoではVeneziaのある東部を除いて西部のVeronaを中心とする地域、  

またEmilia－Romagna州でも Ravenna のある東部地域は除き、Modena，  

Parma，Piacenza，Cremona などのある西部地域がこれに属す20）。これEj：  

Ravenna＝1renezia を軸とするビザンツ様式が紀元1000年ころから拡大を始め  

Verona周辺でロマネスク様式と境を接するようになった結果である。Toscana  

地方21）は北部のPisa，Lucca はロマネスクの影響が多少あり、Luccaには初  

期（11世紀）の純粋にロマネスク風教会が残っている。Pisa はラテン的伝統が  

強く D110mO diPisa（111曳年）は、ラテン十字と初期キリスト教時代の、円  

柱のある巨大バシリカの融合形で身廊部分にロマネスクの影響が多少みられ  

る。しかし、Toscana地方でも他の地域、とくに Firenze ではローマ末期以  

来のラテン的傾向が強くロマネスクの影響は希持である。その建築は色彩大理  

石を素材とする線と平面の構成する幾何学的・抽象的構成と装飾が特色でカ動  

感に乏しい。代表作はBasilica diS．Miniato alMonte（1063年）で古代末  

期の初期キリスト教時代の伝統を継ぐものである。次に Roma を中心とする  

Emilia22）地方は12世紀初頭から芸術活動が復活したが、その基調は初期キリ  

スト教の玉asilicaの伝統に立つ「新古典主義」で，ロマネスクの影響から脱却  

しビザンツ様式へと傾斜しつつあった。代麦的建築はBasilicadiS．Clemente  

（1130年頃）、そしてGoethe も訪れたBasilica diS．Mariain Trastercre  

（1140【ヰ8年）がある。この様にしてみると中部イタリアへはロマネスクは12世  

紀頃に浸透し始めたが概してその影響力は弱く、土着的要素により薄められビ  

ザンツ様式の浸透に圧迫され、全体としてこの地域全体の傾向がラテン的伝統  

とビザンツ様式結合による独自の様式の形成に向っていることが結論できよ  

う。ただこの地域にあっても、ロマネスクの影響が比較的強く現われた地方も   
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ぁった。それは、Anconaを中心とするMarche三3）地方で、Ravcnnaの南に  

位置するため、ビザンツの特色が強くドームを頂くギリシャ十字がBasilica方  

式と癒合するという奇妙な構造であるが、その身廊、ファサードの部分には紛  

れもないロマネスクの特徴が現われている建築が少くない。   

イタリア半島の南部の様式分布は回教圏の影響が加わることもあって、モザ  

イク的な分布となり統一的な分布図を作ることは一層因掛こなる。   
まずAdria海側では、Abruzzo24）地方には一部にフランスとLombardia  

のロマネスクの混合形が現われる。これはここがGarganoやPalestina方面  

〈の巡礼の経路に当るためと考えられる。代表的建築はCasauriaのAbbazia  
Benedettina diS．Clemente（1180年頃）でゴシックのオジーヴを予感させる  

ものがある。他にも融合形としてモスクとLombardia形式の混合建築が存在  

する。一方同じAbruzzoでも南方のBenevento地区ではビザンツの影響が  

決定的になって来る。次にPuglia25）地方は南北に長い地域であるが様式分布  

はモザイク状に入り乱れ複雑を極める。歴史的経過からみてこの地域の基調は  

ビザンツ様式であるが、東方巡礼、Normannの征服、クリューニー・シト一  

両教団の宣教活臥 十字軍遠征などの歴史的事件の影響のために中部のBari，  

Mofettaを中心とした地域は、北仏系とさらにLombardia系の加わったロマ  

ネスク様式が強くでている。しかしこの場合も装飾や色彩はビザンツ系であ  

る。代表的建築がS∴Nicolo（Bari）である。一方ビザンツ様式が強いのは、南  

部（Brindisi，OtrantO）であるが、北部にもCanosaなどに典型的なドームと  

集中式のビザンツ建築がある。また南部ではアラブ様式が一部に現われている  

が、Lecceではアラブとロマネスクの混合様式まで出現している。   

次にTirrenia海側に日を移すと、ここでは回教圏の様式が目立って来る。  

スペインの大都市ToledoやCordova，さらにエジプトの影響によるもので、  

建築構造そのものに影響がない場合でも、他の様式の構造の上にアラブ風の装  

飾をかぶせるのがこの地域の典型的な嗜好であるように見受けられる。   

まず、Campania26）地方は南部としては比較的自律性のある地域で、ローマ  

末期以来の伝統とビザンツ様式を融合した独自の古典的Basilica形式建築が多  

い（SessaAurunCa，Capua，CasertaVecchiaなどの都市）。アラブ様式の影響  

はすでにLazio州南部から始まり（Gaetaなど）上記の諸都市などを含め広汎  

にみられ、港湾都市のSalerno，Amal丘が特に顕著である。アラブ様式は尖ア  

ーチや三重交錯アーチを使用したものが多く、その代表作品はAmal丘の僧院  

回廊と S．Domenico（Salemo）がある。またAversaのように、クリューニ   
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一系のロマネスクの影響のみられるところも多少ある。   

次に Calabria，Basilicata27）地方に入るとビザンツの影響が一層強くなり、  

方形またはギリシャ十字の多少古い型の小教会が各地に散在する。（Rossano，  

Stilo，S．Eufemia，Squillace）しかし11世紀に入るとPuglia地方と同様クリ  

ューニーの勢力が入りその影響が現われる。代表的なものはBasilicataの山中  

VenosaにRobertoGuiscaldoにより計画されたTrinit左寺院で、他にAcerenza  

（Basilicata）やS・Eufemiaの寺院がその影響を受けている。またアラブの影  

響もPuglia南部、Campaniaと接続して強く Ravello（Basilicata）の寺院が  

その典型である。この地方では、三つの要素の複合によって複雑極まる建築が  

生まれてその中からどの様式でもないが独特の可能性を蔵するものが生じっっ  
ある。（StiloのSan Giovanni）  

以上のように1113世紀のイタリア半島は西欧を含めた地中海世界のすべて  

の縮図であり、そこに存在する要素はすべてイタリアに存在し、互いに浸透し  

あい影響しあっ て複雑極まりない一個の巨大なアマルガムを形成していた。そ  

れほ西欧世界が誕生する直前のもっとも可能性に充ちた時代で、地中海を環っ  

て、巨視的にみるならば、セム・ハム系文化圏とインド・ヨーロッパ系文化圏  

とが、桔抗し融合して、幾多の民族が登場し姿を消していく長い地中海の歴史  

のなかでももっとも劇的な豊穣な時期である。中でもSiciliaはそれらの要素  

が収赦する二重三重の結節点であった。（1）東・西両キリスト教世界の接点、  

（Z）それ白身地理的には南にあって回教国や東方化したビザンツ圏文化の影響  

を濃厚に受けながら、西欧を代表する神聖ローマ皇帝をSicilia主に頂き、政  

治的にも文化的にも東西文化の紐帯であること、（3）そしてSiciliaの土地そ  

のものがかつては古代ギリシャ・ローマの故地であり、今はそのかつての失わ  

れた自己の遺産を回教・ビザンツの東方文化圏から受取り西欧世界に伝える中  

継点であること仙などの諸点である。それ故、この時代のイタリア・シチー  
リアの建築・美術様式の問題は、FedericoII世時代を中心とナる Sicilia の  

文芸運動をも含めて政治史・社会史とともに、包括的に研究する必要があろ  

う。この点が西欧世界の成立の研究のためにも、重要な視点であると思われる。   

ロマネスクがComune の成立を背景としていることから、ロマネスクの意  

義のみを積極的に評価し、ビザンツ様式は古代末期の耽美的・所産的なものと  

して社会的意義を認めなかったり、あるいはイタリア芸術史は1300年代の  

Toscana地方に始まるとして、11－13世紀を捨象してしまうのは、西欧中心主   
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義的な史観に属し、この時代の豊能な可能性を自ら貧困化する結果を招くであ  

ろう。現にビザンツ様式は衰弱した様式ではなく、この時代生命力を保ってお  
り、ロマネスクのイタリアでの本拠Lornbardiaを起えて、Piemonteにも拡  

がり、ドイツではRhein，Mosel，Main沿岸に影響を及ぼすなどして、西欧に  

も少なからぬ反響を呼び、ゴシック様式を生む直接の契機となった28）。Goethe  

が後年にd’Agincourtから学んだのはこのビザンツ様式とゴシック様式の関連  

性の問題29）である。  

SiciliaにあるSiculo－nOrman建築のうち主要なものを建築年代順に挙げる  

と次のようになる。  
1．S．GiovannidegliEremiti（1132）  

ラテン十字。アラブ・モスク風。RuggeroII世。   

2．Cappella Palatina（Palazzo deiNormanni付属）（1140）  

Basilica式。RuggeroII世。   

3．Martorana（S，Maria dell’Ammiraglio）（1143）  

ギリシャ十字。アラブ＝ビザンツ式。RuggeroII世。   

4・Duomo diCefalh（1148）  

ラテン十字。Pugliaのロマネスク式。RuggeroII世。   

5・Zisa（1154イ6）  

Esedra風。アラブ様式。GuglielmoI世。   

る．Cataldo、（1160c）  

Basilica式。アラブ＝ビザンツ式。GuglielmoII世。   

7．Duomo diMonreale：Chiostro diConvento】】enedettinodiMonreale  

（1172－89）  

D－ユOmOの方は＼B弧ilica式。G11gliemoII世。   

8．Cattedrale diPalermo（1185）  

Basilica式。GuglielmoII世。  

数字は建築年代であるが異説のあるものもある。王の名前は建築時期に在位  

した者の名前。最初の呼称は建築の基本構造を示す。このうち4を除いては悉  
くPalermoにある。ヰは、GoetheはCehl｛1を訪れていないから本稿とは直  

哉閣係がないが、Siculo－nOrman 建築の全体像には、不可欠のものであるか  

ら、一応掲げておく必要がある。   
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さて、以上のSiculo－nOrman建築のうちGoetheが訪れたのほ、前号でも  

一部述べたように、訪れたことがはっきりしていてそれに関する説明が「紀  

行」の中にはっきり出ているもの、訪れたことはほぼ確実であるが記述がない  

もの、多分訪れたと推定されるもの、の三つに分れる。さらに第一のものの中  

では訪問して全体をよく見ているものと、付属晶とか重要でない部分しか見て  

いないものとに分れる。   

全体の中で Goethe が一番興味をもって見た建築は、Zisa である。普通  

Goethe は見聞したものについて価値を認めないものについては黙殺するのが  

常であることから、この建物についてかなりの記述があることは、相当な関心  

をもったことを示している。この完全にアラビヤ風の建物を訪問した1787年  

4月15日30）は、Ren占Mich6a31）の言うように、West－6stlicherDiwanの著者  

Goethe と東方世界との最初の接触の記念すべき日である。Cattedrale も同じ  

日に訪れているが、改築中のためもあって工芸品の一部しか見ていないことは  

既に述べた。Goethe が折角何かの建物を訪れながら全体をみないで建物の一  

部や付属物しか見ない場合は大抵強い目的意識と先入感に得られていて、  
Sicilia訪問に当って旅行記を参照した先人たち、Riedesel，13rydone，Borch，  

召artels，Saint－Non32）などの記述にあるものを確認することだけが目的になっ  

ている場合で、この場合もそれに相当するであろう。この建物は4月8日の復  

活祭の日曜日にも、祭りの行列の出発点になることから、見物に出かけた際に  
見ているほづである。王宮（PalazzodeiNormanni）は、4月8日、11日と二  

度訪れている。CappellaPalatinaやSaladiReRuggeroを見ているかいない  

か、いづれとも断定しかねる。いづれにしてもこれについての記述がない。も  

しありうるとすれぼ4月8日83〉の方が可能性がある。その日は復活祭の日曜  

で、Palermo在留の外国人が副王から公式招待を受け Goethe も陪食してい  

るからである。S．GiovannidegliEremitiは見落すことの出来ない建築である  

が、訪問の可能性は断定できない。記述は一行もない。PalazzodeiNormanni  

（CappellaPalatina）とS．GiovannidegliEremitiは同じ並びに近接してあるか  

ら、4月8日、11日に訪問の可能性がないわけではない。残るLa nlartorana  

（S・Maria dell’Ammiraglio）と S．Cataldo については、4月5日、これらの  

建物が面しているPiazzaBelliniのすぐ西側に建物の一つを挟んで隣接するバ  

ロックの広場Piazza Pretoriaに行きそこの噴水を観察してから、周囲の教会  

群を訪問している。Piazza】】elliniにはバロック系の S，Caterina，Palazzo  

アretorioがあるので、その方とも考えられるが前者の方である可能性がない訳   
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ではないDドームがあって異国凪の建築であるから人の注意をひぐ存在だから  

である。GoetheはPretoriaの噴水については負の意味での関心がありかなり  

の分量をその記述にあて、酷評もしている34－が、前記二建築についての直接の  

記述は見当らない。当時の西欧では、gOthique もbaroque も区別がつかず、  

gothiqueであれbaroqueであれsiculo－nOrmanであれpallagoniaであれ、  

異質で良き趣味に反するものはすべてgothiqueという定評35）で呼んでいたの  

で、アretoriaに対する批評は前記Norman二建築に対するものも含んだ包括  

的な批判かも知れない。MonrealeへはGoetheは4月10日36〉にPortaNuova  

から Corso Calatajimi を通って出かけた。しかし、道中の道路が整備してい  

ることと、途中にある小噴水の記述があるだけで、乱40nreale そのものにっい  

ては一行も記述がない。従ってそこは見ていないのではないかという疑問が生  

ずるが、しかしその日はさらにMonrealeのSanMartinodelle Scale修道  

院に行き会食した後、Palermo に日帰りしている。（この修道院についての記  

述はかなり長い）PalermoからSanMaTtinoまでは良い道路がついており、  

一方MonrealeからSanMartinoまでは途中に800米級の山がいくつかあり、  

それを縫って迂余曲折しなければならない。迂回路の方が条件がわるいのに、  

わざわざ三角形の斜辺を行かなt、で二辺を行くであろうか。それ故、やはり  

加Ionreaユe へ行ったのは聖堂と僧院を見るためだったのである。他に見るべき  

ものはないし、Monreale周辺の地質研究が目的であったとは思えない。記述  

がないのはMonrealeの建築が異質で Goethe の感覚に受け容れがたいもの  

であったことを示すものである。以上のSicilia滞在中のGoethe と Siculo－  

norman芸術との交渉の記録は「イタリア紀行」によったものであるが、「方策  

日記」あるいは「書簡集」の方にも特にこれを補足すべき記述はない。  

さて次に Goethe が受容しあるいほ拒否した、Siculo－nOrman建築の全体  

像はどういうものであるかを主要な建物の研究を通じて明らかにしておく必要  

があろう。拒否するにせよ受容するにせよ実態を知っておかなければならない  

からである。  

1・S・GiovannidegliEremitia7）   

Corso Vittorio Emanuele を海の方から上ってPorta Nuovaを出た所で左  

に曲ると Corso Re Ruggeroに入る。   

その通りに面して左側にPalazzodeiNormanniとS．GiovannidegliEremiti   
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がその順で並んで建っ。両者ともその大通りに建物が向いていることは同じで  

あるが、前者が大通には背を向けているのに対して、後の方は蓑をむいている  

ので裏側に廻らないと入れない。裏側を走る道路は、Via deiIうenedettiniと  

呼ばれる。平面図でみると内陣（B）の上の方向がBenedettiniに、身廊（A）の  

下の方向がRuggeroに向いている。従って教会に入るには轟から入ってまた  

表側に廻る必要がある。建物の表側は直接道路に接するのではなく、二者の問  

に庭園がある。さらにその庭園の左側で平面図にはないが左下に、13世紀建立  

のベネディクト派僧院の付属回廊があるく僧院そのものはない〉。さて全体の構  

造は左側のT字形部分（A，B）が教会で、右側の正方形（C，D，E）が、かつて  

のアラブのモスクを取囲む回廊と内庭の部分とみられている。アラブ支配時代  
の建築は破壊されたものが多いが、これはその数少い退構の一つであり、それ  

だけこの教会の古さを示している。しかしその手前の部分および左回郎（D）  

の内庭との仕切部分は破壊され、また左回廊の外壁は教会の身廊右壁として利  

用されている。さらにEの部分は墓地に転用されている。教会の構造はラテ  

ン十字で、身廊は一本だけ、正方形が二つ連なる形となり、各方形上にドーム  

がある。内陣の上にもドームがのり、さらに内陣の左右の翼廊にも各自ドーム  

が乗る。左翼廊部分は四層から成る鐘楼でドームはその最上に乗っている。そ  

れ故、結果的には方形上にドームが乗ったものが5個丁字形に集まりラテン  

十字を構成している形となる。ドームほ鼓胴（Tambour）形で基底部が少し胴  

長でそこに窓が明く。ドームは方形上の正六角形の基底に直接接続して中間に  

蛇腹を用いることをしていない。立方体と半円球との結合によるこの結晶構造  

はこの建築が典型的なアラブ様式であることを示している。外壁も、アラブ様  

式らしく壁面が多く、方形部およびドームの各所に明いている窓を除いて外壁  

装飾はほとんどなく、全体として厳密な幾何学的形態を保持している。鐘楼も  

各層四壁に窓があるが一部で重層アーチを用いている他は装飾がなく簡素であ  

る。外壁は、正確に立方体に伐られ滑かで色彩は栗色の石材を、積み重ねたも  

ので全体として簡素で温かい感じを与える。ドームの内壁は、Cappe11a Palar  

tinaの場合と同様で、鼓胴部の内側が二層になり上層に明いた窓、下層に盲窓  

がある。この窓の一つに12世紀アラブの複雑な透し彫がみられる。内陣と同  

側の方形部にはそれぞれ壁禽がある。右手翼廊からは、かつての回教寺院の回  

廊を改装した長方形の広間に通じる。この壁面には12世紀のフレスコ壁画が  

みられる。左手の僧院回廊を含めた庭園全体には、フェけニックスを始め、オ  

レンジ、ジャスミン、ミモザ、ザボンなど南国的な樹木や花が繁り、この様な   
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Siciliaの南国的な風土と、ドームの赤と建物の渋い栗色が与える暖い感じがよ  

く調和して、一種の飴蕩たる気分を与えて、もっとも Sicilia らしい建築とし  

て有名である。RuggeroII世の最初の教会建築として1132年に建てられただ  

けに、アラブの色彩が濃厚に出ていることがわかる。  

2・Palazzo deiNormanni（Cappe11aPalatina・SaladiReRuggero．Torre  

Pisana）3呂）   

この建物ほNorman時代以来拡張がっづいたので構造が複雑を極め、各時  

代の要素が入り込み規模も極めて大きなものになっている。Kormanの代表的  

要素は表記三建築であるが20世紀に入って国の所轄となってからは、調査が  

進められ他にもNorman時代の遺構があることが発見された。しかしGoethe  

の時代ほ当然上記のものしか知られていない。拡張は7世紀にわたって続けら  

れたが、神聖ローマ皇帝を兼ねたFedericoII世時代には、Siciliaの文選隆  

勢の時代で、ニの宮殿はひろくヨーロッパ文化の中心となった。王宮全体の構  
■  

這はやや歪な矩形を縦長に二つ積ねた形を想像すればよい。上下の矩形とも内  

側に内庭がありそれを取巻く形で建物がある。建物は3階から8階くらいまで  

ある。上の方の嬉形の頂辺が Corso Vittorio Emanuele に面していて、そこ  

で王宮の建物と壁を接してPorta工ヾuoヽ▼aがこの大通りを跨いでいる。従って  

王宮の建物の長い方の面は大通とは直角の形になり、建物のこの両面を挟んで  

それぞれ広場がある。海側の広場はVillaI】onanno の庭園、山側のは王宮の  

付属広場でさらにその向うに Corso Re Ruggero が走る。建物としては海  

が表でこれがほぼ東をむき、山側が裏で西むきである。従って建物の正面入日  

ほ海側にある。建物の正面の右側、ちょうど二つの矩形の接続部に当る所に他  

の部分より高い塔の部分があり、頂上にドームを頂く。これがTorrediPisana  

で、その窓を囲んでいる装飾アーチのある壁面は王宮全体の外壁のうちで唯→  

の Norman 時代の部分である。建物の正面左側の長大な部分はRenaissance  

後期のもので、その正面入口から中に入る。入口ですぐ左に折れ廊下の南端で  

右折して西方に向いさらに、西端で右折すると左側に美しい内庭が現われる。  

内庭に面した建物には一階に柱廊玄関、二，三階に外廊がある。この内庭（下半  

分の矩形）をさらに南北に二分するように、東西にさし渡された、渡り廊下の  

ような三層の建物があり、CappellaPalatinaはその二階にあり、Sala diRe  

Ruggero やその他の部星はその三階にある。従って内庭の右側（北東角）の突  

き当りで柱廊階段を上り、二階の外廊を左（酉）へ進むと礼拝堂の入口が現われ   
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ることになる。礼拝堂は、この中庭にさし渡された渡廊下式の建物においてド  

ームや内陣を東に、身廊を西に向けている形になる。   

Cappella Palatina は宮廷付属礼拝堂であるから高さは相当あるが規模は大  

きくない。その基本的構造は、身廊3本（ただし側廊は極めて狭い）、後陣三つ  

をもつローマ以来の普通のBasilica形式である。内陣の方形部分は高床式で身  

廊部から小階段で上る。中央後陣もさらに高くなっていて階段がっく。内陣は  

モザイクの柵で仕切られビザンツ式の小ドームを頂く。ドームはいわゆる  

Tambour式で胴の部分が長い。ドームの四隅ほ、ドームの円形が台座の正方  

形に乗るために四隅で方形からはみ出すので、削り取って壁嶺にしてある。身  

廊部は6本の円柱、5対の扶持で側廊との間を仕切られている。そして身廊部  

の端は壁面で仕切られそこに数段高くなって、内陣や後陣と相対する形で王座  

がある。この中央身廊部の長方形の部分を覆う天井は木製でアラブ式の鍾乳石  

様下垂装飾と蜂巣状装飾が施されている。そこの、内陣に向って右側の欄間に  

は明りとり窓が6っ開かれている。迫持はアラブ式の、全体に曲率が大きく、  

カーブが上方に大きく切れ上って、先端がわづかに尖っていて、両端が下垂気  

味の尖アーチで、柱頭・柱身とも飾りの少ない古典的あるいは擬古典的なやや  

短めな円柱に支えられている。礼拝堂への出入は、側廊の末端、即ち王座の左  

右後方に普段は閉めてあるブロンズ扉があり、そこから行われる。その扉を出  

た所は、礼拝堂の入口の間で外部にはそこから、外廊にでて礼拝堂の右（南）側  

面を通って階段を下りることば既に述べた。入口の間の奥、即ち左側には聖器  

室があり礼拝堂の左側に延びている。そこには宝物庫や、ギリシャ・ラテン・  

アラブの羊皮紙の古文書を保存した書庫もある。礼拝堂の側廊は極めて狭いが  

右側廊の壁面には所々明りとり窓があり、また内陣のわづかに手前の右側廊に  

は、全体にモザイク装飾を施した説教壇があり、その足許に復活祭用の燭台  
（candelabro pasquale）が配置されている。   

以上が内部構造の概略であるが、次に装飾の問題に移る。   

内部壁面のうち下部の、鏡板までは大理石で、床は幾何学的模様のモザイク  

でいづれもアラブ的である。壁面の上部、アーチの内壁および上部壁面、ドー  

ムの円蓋内部、鼓胴部などがいづれもビザンツ式の聖像壁画のモザイクで飾ら  

れる。この礼拝堂のモザイクは、時代的に古い部分から新しい部分まで三期に  

わけられるが、その最古の部分は、DuomodiCefaltlおよびS．Maria dell’－  

Ammiraglioの後陣のモザイクと並んで Sicilia のモザイク芸術では最古のも  

のに属する。（MonrealeのDuomoのモザイクはこれより50年程時代が下る   
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と推定される。）Siclliaではこの時代以前にはアラブ時代もノルマン時代に入  

ってからもモザイク芸術が見られないことから、RuggeroII世が直接ビザン  

ツからモザイク芸術の工人や建築家を大規模に招聴して制作させたものと推定  

されている。建築そのものも、モザイクの配置や画像も、ビザンツで聖像崇拝 カノン  

論争（726－843年）以来徐々に形成され12世紀に完成された規範に純粋にのっ  

とり、その宗教精神と芸術的雰囲気を厳密に伝え、ビザンツ本国以外では、他  

にこのような放密な種頬のものは存在しないので、RlユggerO王がビザンツ属領 カノ 

ン からではなく（その場合は必然的に、規範からの逸脱が生ずる）、直接首都およ  
びその周辺からの影響を求めたものと考えられ、政治的にほビザンツの勢力圏  

から離脱したものの、文化的にはビザンツヘの回帰を明瞭に示している。また  

Romaの絵画やモザイクもこの時代ビザンツ化しているがかなり方向がちが  

い、またVenezia のそれは、共通の起源から発しているという以外にSicilia  

のそれと親近性はなく、Cappella Palatina のモザイクがそれらの工匠の手に  

なるという可能性はない。そのような系譜から、この礼拝堂のモザイク画の配  

カノン 置は、ギリシャ正教の教義に発する寺院建築の規範に基き、建物の上部から下  
部へ、円蓋部分から内陣・後陣をへて中央身廊・側廊に至るまで、宗教的な象  

ヒエラルキー  
徴的な世界像に従って、天上から地上への聖なる階 層に従い、次のように整  

然と定められている。   

エピグラフ  
A．最も古い部分。ドームの基底部にあるギリシャ語の碑銘によって1143年  

に開始されたと推定される。（Aの部分の碑銘はすべてギリシャ語である。）  

1．円蓋の頂点：Pantocratoreけべてを統べる者）として祝福を与えるキリ  

ストの半身傑。それを取巻く円環部にギリシャ語で「天はわが王座、地は  

わが足の安まる台座、と主は宣へり。」という碑銘がある。  

その周辺部。4人の大天使、ラフアニーレ・ミケーレ・ガブリエール・  

ウリエーレ。他に4人の天使。  
タン7－ノレ   

2．ドームの鼓胴部分：ダビデ・ソロモン・ザッカリア・洗礼者ヨハネ。他  

にややちいさく8人の聖人。   

3．Pendentive（球面三角形の接続部）の壁尭部：福音書著者4名くマタイ・  

マルコ・ルカ・ヨノ、ネ〉の像。この部分の基底部と、アーチの柱頭幕間の   

上部との接続部分に当る、正方形の欄間に、RuggeroII世の事跡を讃え  

たギリシャ語の銘がある。   

ヰ．内陣のアーチ内壁：受胎告知・マリアの奉献   
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5．後障壁禽の半円蓋部：祝福を与えるキリスト半身像。これは右手を拡げ  

左手に開いた本をもつ。   

る．Diaconico39）：キリストの生涯の各場面。右（南）壁面；生誕、ヨゼフの   

夢とエジフ0ト行、洗礼、変容、ラザロの復活、エルサレム入城。礫刑。前   

（西）壁：福音書の人物、後陣：祝福を与える造物主（左手に本をひろげた   

半身像）。聖パウロ。天井：過越しの日と聖霊降誕。   

7．Protesi40）：聖母  

ギリシャ教会の聖人たち。  

左後陣：聖ベトロ  

β．やや新しい部分。GuglielmoI世（115466年）頃の製作と推定される。（B，  
エピグラフ   

C，Dの部分の碑銘はすべてラテン語である。）中央身廊上部壁面：l口約   

聖書の主要説話から。天地創造から大洪水まで。細かく言えば、光の創造、   

天空の創造、水と陸の分離と植物の創造、星辰の創造、魚と鳥の創造、動   

物とアダムの創造、神の休息、善悪の木、エヴァの創造、原罪の場面、永   

遠の堕罪、天国を追われるアダムとエヴァ、アダムの労苦、カインとアペ  

ルの犠牲の物語、大洪水の物語一一の各場面。  

C，GuglielmoII世時代（1166－89）。  

中央身廊アーチ上壁：（B）の続きで大洪水からヤコブと天使の争いまで。   

箱舟から下るノア、バベルの塔、3人の天使とアブラハム、イサクの犠牲、   

賂既に水を与えるレペソカ、レベッカのアブラハムの使者との出発、ヤコ  

ブの夢、エザウと狩猟、ヤコブと天使の争い。  

D・さらに新しい部分（1ヰ世紀）。ペテロとパウロ伝。  

1・両側廊壁面：パウロの洗礼、聖パウロの布教とダマスクスからの脱出、   

牢獄の聖ペテロ、聖ペテロ足萎え人を治す、聖ペテロ、タビタを蘇えらす、   

皇帝ネロをめぐる聖ペテロ、聖パウロと妖術師シモン。   

2．中央身廊の王座の上部壁面：救世主と侍立ナる聖ペテロとパウロ。キリ  

ストは椅子に座した全身像。  

以上ほ内部装飾の中でビザンツ的要素であるが、その他にアラブ的要素のも  

のがある。それは、中央身廊の鍾乳石状下垂天井と、左側廊天井（12C）の装  ミニアチュール  
飾である。前者は木天井であるが、そこに描かれたペルシャ風の細密画的な人  

間模様と図柄が、鐘乳石様の断片の一葉ごとに、金地の上に彩色豊かに輝いて  

一面の模様を織りなしている。（古アラビア語の碑銘が入っている。）後者は、細   



種  芳 樹  

長い天井に二列に彫られた凹部にやはり金地の上に彩色豊かな細密画風に描か  

れた人物と図柄で、その囲りに、一面に唐草模様や他の装飾が鎮められている。  

人物は半伽または結伽で楽器を弾いた世俗的なテーマのもので、豊頬鳳眼でペ  

ルシャの絵画を思わせる。さらに、これらのビザンツ・アラブ的要素の他に第  
三の装飾的要素が加わる。それは、復活祭の燭台にみられる、同時期のCam＿  

Pania（Salerno，Capua，Gaetaの教会）地方を中心とする古典主義あるいは擬  

古典主義的傾向の装飾で、それは古典文化を深く同化した部分（人物像や柱身  
のアカンサス薬師り）を中心に、アラブ的モティーフ（獅子・孔雀の浮彫）や「栄  

光のキリスト」仮の浮彫りにみられるロマネスク的重厚さなどの多角的な経験  

を美事に集約し、古典的手法でまとめたものである。  

以上の考察から、CappellaPalatinaの建築と装飾を含めた全体について、次  

のような結論を下ナことができよう。   

それはビザンツを主体に、アラブ、ラテン、ロマネスクの地中海の芸術様式  

を多角的にとり入れ集約し、その多様性の混清の中から、渾然→体の燦然たる  

弧自の空間を創出したもので、これはとりもなおさず、この時代の Horman  

の文化形態、とりわけRuggeroIIの「多様性ある調和」という文化政策の芸  

術的表現であり、その意味でこの建築はNorman時代南イタリアの象徴的存  

在であるということである。   

これらのうち、ラテン的要素は、この礼拝堂の全体の構造がBasilica式であ  

ることに表われている。これは西欧の8asilicaに共通な伝統的な簡単な構造の  

もので、特にその点が中央身廊においてよく観察される。さらにもう一つラテ  

ン的な特徴は、中央身廊と側廊を支切るアラブ式アーチを支える円柱であり、  

柱身、柱頭ともに古典的または擬古典的で、古代の伝統を同化した同時代の  

Campania系譜に立つものである。またアラブ的要素は、既に述べた様に、身  

廊部の尖アーチ、身廊上部の鐘乳石様下垂天井と蜂巣状装飾、身廊部の床の幾  

何学的模様、右側廊天井の装飾絵画などの他、壁面構成とその細部が回教的伝  

統に属している。主として内陣を主体とするビザンツ的な燦然たる色彩空間の  

中で、身廊のアラブ式天井の赤味の勝った金色が光を反射して、複雑な屈折を  

作っているのである。   

これらの中で基調をなすビザンツ的要素については、その建築構造、モザイ  

カノン ク装飾ともにギリシャ正教の正統な規範に厳密に則って作られていることは、  
既に指摘した。いまこの点についてもう少し具体的に述べるならば次のように   
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なるぐまづ、この礼拝堂の構造はラテン的なBasilica構造であるが、内陣を中  

心に考えると、内陣が正方形で他の部分より高くなって特殊な空間を構成して  
おり、左右のProtesiとDiaconico および後陣の三つの空間、およびドーム  

内の空間が内陣に向って収赦するような集中性の高い空間構成になり、全体と  

してはBasilica構造であるが内陣を中心にギリシャ的な集約構造になっている  

ことをビザンツ的傾向の第一点として挙げることができる。次に、ドームから  
夕：ンニ7－ノ  

内陣に向っての構造、即ちドーム、鼓胴部分、それを頂く正八角形の基底部  

分、その正八角形を構成するためのPendentiveの部分（基底にある正方形の  

四隅からそれぞれ頂上が平らな高いアーチを正方形の上方の内部に集約する形  

で立てる。その結果アーチの頂点は、正方形の四隅を450度角の斜線で少しづ  

っ切落した形になり、そのアーチ上部を繋いで行けば正八角形が出来上る。ア  

ーチ内壁は当然内側に傾斜する形になるが、その8面の内壁に壁蔑または盲窓  

を設ける。四隅の部分は壁尭、他は盲窓になる。以上の構造全体を指す。）、さ  

らにそれを支える基底部であり内陣の天井欄間にも相当する正方形の部分など  

か階層的に重なって小宇宙を構成する重層構造が、ギリシャ正教の宗教概念お  

よび宗教的宇宙観の象徴的表現であり、聖像崇拝論争以後、厳しい教理論争の  カノン  
中で建築の規範として形成され定着したことは既に一部を述べたが、この礼拝  

堂が、Pendentive や壁寵などの構造の細部に至るまで寸分の狂いもなく、ま  カノン  
さしく厳密にその正統的規範に従っていることが、この建築のビザンツ的傾向  

の強さの証拠の第二点として挙げることができる。  

カノンドーム  ビザンツの規範では集中方式建築の場合、特に円蓋の頂点内壁は、万物の創  
造主たる神の御座として宇宙を象徴する無限の空間であり、特別に神聖で超越  

的な場と考えられ、それ以下に続く部分とは質的に区別されていて、そこを頂  

点として内陣の桔居のところ（Fascia argenteria と称する）まで整然たる神聖  

な秩序と位階が定められていた。集中方式以外の建築構造の場合は、第一の超  

越的な場は、中央後陣の壁尭とされ、そこを中心として後陣・内陣一帯が神聖  

な秩序の地域である。Cappella Palatina の建築は集中方式であるのでドーム  

が中心となり、しかも定められた細部の省略がなく、構造上の規範がよく守ら  

れている点が正統的で大きな特徴をなしている。またモザイク壁画の配置も、  

正統的規範では建築方式に従い、集中式は天蓋最上部に、他方式は中央後障壁  

籠最上部にそれぞれ、Pantocratoreの聖画像が描かれ、それを中心として画像  

が階層的に一定の秩序に従って配列されるが、この礼拝堂においては、その部  

分（上記のモザイクの年代別分類におけるAの部分）に関する限り、集中方式   
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カノン  
としての規範に精密に照応していることが示されている。以上のように、C叩－  

pellaPalatina の構造、モザイク壁画が、他のビザンツ周辺地域では見られな  

い程、正統的であることから、この礼拝堂ほ第二期黄金時代のビザンツ中心地  

域の建築の直接の影響と類縁関係、とりわけAtticaにある」叩ソ／41〕寺院との  

関連性が指摘されている。ビザンツでは 、聖像崇拝論争のあと、その必然的な  

結果として、いかにして超越的な存在を感覚的形象としてではなく、精神的存  

在として、人間の感覚を通じて精神に訴えるかという、困難な課題が、聖画像  

の工人らに課せられることになった。そのように教義によって、表現方儀を統  

一し反覆を許す単純な構図として規範化することを迫られる一方では、古典文  

化の伝統を保ち美的な要求をもつビザンツの宮廷文化があり、この極端に精神  

的で禁欲的傾向と、宮廷の華麗さをいかに結びつけるかというところに、工匠  

たちの苦心があった。そのような困難な努力から徐々に生じて来たのが、省略  

の技法であり、可視的現実から多くの要素を消去し、外的現実を希薄化し、可  

視的現実をそのまま感覚に訴えるのではなく、超越的な存在を精神の目に訴え  

る技法である。その結果、外的現実から多くのもの一空間の奥行き、光と形  
の区分、量感、大気の存在などが消去された。時折、宮廷文化の影響が強くな  

る時、現実的な慣向が再び強まり、また長い発展の時期や、広大な版図の地域  

性によって、感覚的要素が強まり、均衝が危くなるような事ほ起った。しかし、  

そのような要素も、超越的な理念化に再び吸収されて、精神と形式、情熱と表  

出とが均衡を保った稀な時代が11ri2世紀のビザンツ黄金時代であり、その代  

表的建築はビザンツ中心部のSo丘a寺院や、また地方ではあるが血rンど寺院  

などである。CappellaPdatinaのA部分の壁画は、山芋ン∠ のそれに比べて、  

色彩がやや華やかで金色がっよく後者の青嫌がかった沈んだ色と対照をなして  

いること、A6の「エ／レサレムの入城」の壁面で、後者のキリストの騎馬像が  

威厳あり図像的、静止的であり抽象的空間にふさわしい比喩的形態をとるのに  

対して前者の同じ画面が、図像的象徴的であるより物語的であり、画面全体が  

躍動的で三次元空間への誘惑と色彩的な新しい意識がみられる点など、部分的  

には多少西欧的要素もみられる所もあるが、全体としては、ビザンツ芸術の超  

越的な精神を体現し、ビザンツ本国におとらぬ芸術的・精神的水準を保ってい  

る稀有な作品と言えるであろう。これは、RuggeroII世の建国の理想の高さ  

を反映したものであろう。  
カノン  CappellaPalatinaのモザイクは、規範に従い、最も尊厳な天蓋部分から始め  

られ内陣に及んだが、RuggeroII在世中は完成せず、GuglielmoI（月部分），   
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GuglielmoII（C部分）、さらにその後14世紀まで（D部分）引継がれたと推  

定される。このB，C，Dの部分についても、その傾向に多少の変遷がみられ カノン  

る。まづBの部分は最も独特で雑多でビザンツの規範からはずれ、Cの部分  
になると再び正統的なものに戻るという変遷がみられる。もっとも、Cの部分  

もビザンツの直接の影響下にはあるものの、Aのようにその中心部ではなく、  

周辺部の影響と推定される。Bは中央身廊上壁のモザイクで、創世記の途中ま  

でを扱っているが、前半の天地創造の七日間を扱ったものと、後半のアダムと  

イヴの天国追放以後の部分とで、表現の傾向が相当ちがう。前者は象徴的・図  

像的であるより叙述的であり、宇宙論的な壮大なテーマを簡潔で明快で装飾  

的、図案的で、壁画というよりも床のモザイクや絨藍の模様のような手法で処  

理しているところに独特の面白味がある。しかも図案的であるが抽象的ではな  

く、色彩や描線が単純化の中で生き生きしており、個性的な柔らかみがある。  

天地創造の最初の二日に現われる天球の色には濃淡と深みがあり、様々な色調  

をもつ。第三日の水の分離の場面も、天の水に囲まれた円球の中で陸と海が分  

離するが、天球を囲む波うつ天の水の青い色調にも濃淡の度があり、創造主の  モドユレーション  
姿にも色彩感と色彩のやわらかな転 調がみられその他、様式化された部分  

の中に空間の感覚が現われて来る所（鳥の飛翔や造物主の表情）、深さの感覚が  

かすかに覚めつつある感じの所もあり、ここにSiciliaのモザイクの僅かな個  

性の目覚めを感じることも出来よう。全体の印象は静的で落ちっいた威厳があ  

り、その印象が7日目の「神の休息」の場面に集約されていく。（Mo】1realeの  

モザイクは同じテーマであるが、動的で激情的）。以上のB前半の表現様式の  

起源について様々の推測があり一定していない。一方ではこの表現形式が、彫  

刻におけるこの当時の西欧様式への進化（Campaniaなどにみられる自然主義  

的傾向、リアルな空間表出）と何らかの関連があるとみて、ここに西欧の影響  

をうけてピザンツの影響から脱しようという、Siciliaの工匠の個性の主張を認  

める説4巳）もあるが、その反面、西欧の影響と図像的好みは幾分認められるもの  

の、本質的には無関係であり、11－12世紀のビザンツ起源でもなく、全く独自  

なものとする説がある。この説によるとこの礼拝堂のこの部分のモザイクは、  

その絵画の性質からみて、壁画というよりも、かつてビザンツにおいて聖書の  

場面を細密画で説明する技法があったがそれに近い。しかしビザンツで11－12  

世紀に発達したOttat占uco（旧約聖書の最初の8書を細密画でデザイン化する  

技法。現在、Vatican，Istanbul，MonteAthosに一部づっ残る）の技法ともち  

がい、さらに古い起源を有し13世紀にVeneziaのSanMarco寺院のAtrio   
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を飾ることになった細密画の系譜ともちがい、この礼拝堂のものは簡素で明確  

である。これらの事から、このモチーフは、西欧でも、12世紀のビザンツ正  

統芸術でも、またSicilia独自の様式でもなく、ビザンツのいづれかの地方で  

しかもSiciliaに近い地域に、既に消滅したが、これに似た静的・装飾的な様  

式がかつて行われており、Palatinaのこの部分の壁画は、この系譜をひくので  

はないかと推定している43）。いづれにしても、西欧の影響をどの程度評価する  

かは別にして、両説に共通しているのは、SiciliaとくにPalatinaのモザイク  

においては、広大なビザンツ芸術に含まれるすべての多様な絵画表現の方法  

が、他のいかなる地域にも見られぬ程、継続的かつ多角的に影響を与えっづけ  

たこと、Sicilia独自の様式がどこまで発展しえたかについて評価のちがいが多  

少あるものの、最終的には、独自な流派は形成しえなかったこと、しかし、ビ  

ザンツ絵画の影響がビザンツ以外でこれ程徹底的に行われたこと自体が劇的な  

ことで歴史的意義が高いこと等である。事実Siciliaモザイク芸術の独自な発  

達の萌芽を思わせるこのも前半の部分も長続きせず、Bの後半（善悪の木か  

らノアの洪水まで）に至るとピザンツ12世紀黄金時代の「古典的」な様式化の  
モデュレーション  

つよい技法に逆戻りして、色彩は地味になり濃淡の転 調は姿を消し、明暗  

による陰翳よりも画像に画一的に一様な照明を与える抽象的様式化の道をたど  

る。   
Cにおいても、基調としてのこの様式化、抽象化の傾向は変らない。ただこ  

の場合はAの場合とちがって、ビザンツ中央ではなく地方の影響が主流であ  

るため客観主義の基調のもとに雑多な要素と規範を逸脱する自然主義的傾向が  
みられる。例えば、Rebeccaの旅出ちの場面は、威厳あるビザンツ的古典主義  

的な空間の中で、背景の自然に象徴主義的であるが絵画的微妙さと色彩的多様  
ヴュリスキ  

さ、人物に動きと表情など現実主義への傾向がみられる。このような客観主義  ヴュリスモ  
と、象徴主義的な現実主義との混清がこの時期のモザイクの特徴で、窺似のも  

ミニ7チユ【／レ  

のとして、VeneziaのSanMarco寺院の細密画を挙げることができる。（13  

世紀の製作であるが、古い時代のビザンツ細密画に触発されたもの。）また、  

ZisaやSala diRuggeroのモザイクもC と同時代のものに属する。   

以上の考察から、Cappella Palatina は、アラブ、ビザンツ、ラテン、ロマ  

ネスクなど同時代の地中海のすべての様式を集めた独特の個性ある建物である  

が、とりわけ建築の構造、装飾壁画のいづれにおいてもビザンツの影響を強く  

受けており、その歴史的変遷を集約した記念碑的存在ということができよう。  

なおSala diRe Ruggeroは、この礼拝堂を出て外廊を西方に行き端の階段を   
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上った三階に、副王の間、Ercoleぐガβα〟裾ゞ）の間とともにある。そのモザイ  

クは、1170年頃のものと推定され、天井・壁面・柱を一面に覆い金色燦然た  

るもので、図柄は樹木、動物、唐草模様など世俗的なもので東方的、アラブ的  
色彩が強い。  

既述のように、Goethe は、4月8日と11日に王宮を訪れたが、8日441には  

副王の招きで会食し、（副王の隣席に坐る）副王から Sicilia来訪の目的を尋ね  

られ、Palermoではあらゆるものが見れるよう指示しておくこと、Sicilia旅行  

ではあらゆる便宜を計ることを確約された。副王は、Goethe の人物を十分心  

得ていたように思われる。廷臣の一人がかつてドイツにいたことがあって、こ  

のドイツ人が 肋fゐ〝 の著者であることを知って感激し、副王が庖従を従え  

て入って来たことも気がっかず喋りまくり、副王の失笑をかったからである。  

この招宴の間がどこであったかはわからない。しかしこの建物であったとすれ  

ば、広さからみて Ercole の間だったと思われる。また、Goetheがこの時、  

礼拝堂を拝観したかどうかも断定はできない。しかし、礼拝堂はすぐ下の階に  

あることであるし、副王の言動からみて、もし訪れたとすればこの日は最大の  

可能性があったと思われる。11日45）には、再度王宮を訪問し、廷臣に各部屋  

や展示物を案内してもらっている。しかし、いっも古美術晶を展示してある大  

広間は模様変えで混乱し、像は片づけられ布が掛けられたりして、廷臣や工事  

人夫の好意にも拘らず落着いてみていられない。僅かに、かつてSiracusa港  

に立っていたと伝えられるギリシャの青銅の雄羊俊一対を見られたのが、この  

日の収穫だった。これらの広間がどれであったのか、礼拝堂や付属の聖器室、  

Ruggero王の居間も見たのか否か、いづれも確定しがたい。しかし王宮再訪は  

副王の奨めであったろうし、既にGoetheは内部について予備知識はもってい  

たと推測されるから、「イタリア紀行」に記述はないもの、GoetheがCappella  

PalatinaのNorman芸術を見た可能性は否定しきれないであろう。  

（この稿未完。続稿：シチーリアにおけるゲーテ その三）  

［略号は文献の項目に示してある］   

い H・トR・S150．1786年12月20日の項。H・駄．S25－27．Herder夫妻あて書簡。  

1786年12月13日の項。これらについては、Mich占a：仇ッ昭e．P．339－40．も参照のこと。   

2）SirWilliam Mamilton（1730－1803）L1764年以来1800年までNapoli駐在英国  

飯事。その主としてSiciliaで出土したギリシャ系の彩色土器の蒐集は有名。後にこれを   
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出版し、Srtuart・Revettらの第一回ギリシャ遠征（175155），Chandler，Revettらの第  

二回ギリシャ遠征（176ヰ66）とともに古代ギリシャの考古学的発見に寄与した。二冊の  
うち一冊はTischbeinが179195年にC浦血涙＝ゾ且轡Ⅵ布野♪冊仁動感湘I旬  

げGrgβ烏Ⅳor点mβ那極月如0Verβdf”∫申l一助昭玩血り鞠ゆ澗げ加＝歳転職  

よ乃角∫∫e∫∫才0押げぶγ助川まJ加という標題で出版。この点については、RogerLing：me  

Crどg鳥肌r揖・P28－29・Hamiltoれ夫妻についてはH心R・S208－09（1787年3月16  

日の項）初軋なおSirHamlltoれは、上記Revettらとともに、英国の古代研究資金  

財団であるDllettantl協会（1735年創設）の会員である。   

3’JeanBaptisteLouisGeorge Seroux d’Agincourt（17301814）・1778年より死  

去の年までイタリアに住む。肋∠0如ゐJ’dγf♪〟rJe∫椚0乃〃mβ”g∫d申Z‘む∫d滋‘：α血刀。e  

撤∫世＝仏有力叩’∂∫0〃γβ〝0〟UどJJem用才〟〟Ⅹ”e∫∫～どJβ（6・VOl，Paris，1823）を逐次  

刊行。Mich由：拘γ♂gg．P．261267参照。H・Ⅰ・RでiまS．370－71に初出。   

4）Mich占a：物（曙e．P．27ヰ．ヘルダーもこの頃この本をよんでいる。   

6）ⅣIich由：れγ（哲g．P．328－9．   

6）この絵画の構想がTISChbeillからGoethe に初めて提案されたのは、1786年12  

月29日（々血料弼存α扉∵托伽祓完成の報告と同日。HIR，S152－3）で完成したのは翌年  
8月である。   

7）H・Ⅰ・R：S222．   

8）H・Ⅰ．R：S218－221．   

g）Goetheは1976年9月16日、HIR・S40－Il・の項で感激をもってこの建物のこと  

を語っている。この建物は野外オペラの舞台として、今でも使用される。  
10）Mich由：F叩‘智e．P．329．  

11〉 Andrea Palladio（本名Andrea diPietro della Gondola，1508－80）．Quat  

JJゐr古壷JJ’耶抽g〃〟γd（1570年）はその建築理論書で、Goethe はこの写本をPadovaで  

入手、宗教建築を扱うその第四部から、古代建築の理論を学んだ。Mich占a：勒q卵．P．  
229－30，P．238－240．HJ・R．S59（1776年9月27日）。LUI．volXV P．7ヰ516．  

Chastel：AI．P．278－284．  

1：）Lucius Marcus Pollio Vitr11Vius（BCIc）：DewchiteElura．A11guStuS帝時代  

の古代ローマの建築家。実際の建築は一つも残っていない。この書は古代から後世に伝  
えられた唯一の建築書で、中世では知られず、Renaissanceの建築理論家Leon】ねttista  

Alberti（1404－1472）が研究に初めて着手した。Tacuino版（1511），Como版（1521），  
Pigazzinl版（153（））などあるが（LUI．ヽ▼01Ⅹ1T．P，7456．〟エ∫∂ro∫JJ〟∫如JOょねJぬ刀8  

diaYgOmen10Scientifico．P．75－77），Goetheがこの時入手したのはGa11ianl版（1758）  

である。（軋Iich由：I句即即．P．ヱ38－240．H・トR．S98．1786年10月12日，Venezia  

の項）。現在Loeb CIassicalLlbr8ryに入っている二巻本は、BritlSh Museum所蔵の  

最古の写本Harleiall本（8世紀のものと推定）にもとづいている。  
1a）Palladioの建築は次のものがある。Vicenzaでは、LoggiadelCapitano（1571），  

Palazzo Chiericati（1566），Palazzo della Ragione（1544－80），Palazzo Tiene（1556），  

PalazzoValmara（1566），TeatroOlimpico（1580），LaRotonda（1550），Vllla Goldogno   
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（c．1540），Villa Thiene（1550，未完），Vjlla Trissino（年代不明）。VeneziaではS．  

FTanCeSCO della Vigrla（1534），Chiesa diS．Giorgio Maggiore（1580），11Redentore  

（1580，未完），LaⅣlalcqntenta（1560）．〔LUI．YOlXV．P．7S－76．Chastel：AI．P．278－  

284．よりJ。Goetheはこのうち主要なものを詳しく見て歩いている。  
1≠）H・Br・、’012・S36－37・Herder宛1786年12月29，30日書簡では後、僅かな詩  

行の訂正を残して 郎／喝ど7扇 が完成したことを伝えている。一方、H・Ⅰ・R．S154155  

（1787年1月6日の賓）にその完成と、改作の繹緯が述べられている。  

15）Romanesque様式iこついては、九ノ†ON・SAI．P．301322，SAド・SAI．P．246¶254，  

ChastelAI，P・5ト60各県  

16）Bysanz建築様式に関しては、LUI．、rO13．P．2る7269参照。またATltOine  

Bon：Byzantium．Chap．1Ⅰ．The Originsof Byzantlr】eArchlteCture．P．3139．Chap．  

11r．MediaevalByzantlTle Art（9thL12th Centuries）．Architecture P．73－75．Chap．  

ⅠⅤ．ByzalTtine Art from the12th to the15th Cerltury：the palaelogue Renaissance．  

Architecturein thc Palaelogue Period．P．139Llヰ2参照。  

17）アラブ回教固の寺院建築に関しては、LUI．vollヰ．P．292－3，また Michael  

Rogers：The Spread ofIslam．P．107Ll18．Palaces and Domestic Architecture P．  

119－13も，Sllrines and加Ia11SOlea．  

18〉 Chastel＝AI．P．56－57．SAN・SAI．P．254L7．MON・SAI．P．302－307．参照。  

19）Chastel：AI，Verona and Venice，P．60－63．SAN・SAI．262－268．mlON・SAI，  

Le Architetture a Venezia，P，323328参風，   

20）MON・SAI，Le architetture romaniche nell’Italia settentrionale，P，309－316．  

参照。  
：1〉 SAN・SAI，L’ItallaCentrale，P．268－276．MON・SAI，LearChitettureromaniche  

8Firenze，P．347－3Sl，lbid，L’arte a L11CCa e a Pisa，P．3Sユー359．Chastel：AI，  

Tuscany，P．63－66．   

2空〉 MON・SAI，L’arte a Roma e nell’ltalia centrale，P．360－363．Chastel：AI，  
Rome，P．67－70．   

ヱ3）SAN・SAI，P．279．   

24）MON・SAI．P．3（lヰ．   

25）MON・SAI，L’artenellaPuglia，P．338－341，Ibid，L’artenell’Italiameridionale，  

P．3（〉4－368．Chas捷1こAI，P．74－7S．   

26）MON・SAI，L’乙trtenell’ItiLliameridionale，P．366－369．SAN・SAI．P，279280．  

Chastel：AI．P．76．   

三7）MON・SAI，P．366．Chastel：AI，SouthernItaly and Sicily，P．76－77．   

28）Chastel：AI．P，84：i4参照。14世紀初頭のゴシックとビザンツ様式のイタリア  

での遭遇について次のように述べる。「イタリアは少し後れてこの（フランスの）偉大な芸  

術を知った。それ故ある種のモティーフは同時に二つの方向からやって来たィLom－  
bardiaを通じてフランスからとP11gliaとC乱mpaniaを通じて東方ギリシャとからであ  

る。交差路に位置し、ロマネスク芸術の長い経験のある Toscana と Umbria地方は   
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1300年頃、これら二つの外国の刺戟に最も熱心に反応しようと努めた地方であり、また  

それを独自の形で行える位置にあった。いづれにしても、これらの二つの新しい影響力  

は一部の人々が信じる如く、融和し難いものではない。IledeFranceのgothique様式  

そのものが、1200年頃、全西欧に拡っていたビザンツの影響力に対する反応に他ならな  
かったからである。」Chastelの説はW・KoehlerのB＞zantineArtinlhe Wes（1941）  

に基いている。   
コ9）n4ich由：I′（ツ（哲g．P，2（〉1－267．   

80）HIR，S2（〉5－2（）6．   

31）31）Mich占a：勒βgg．P．348－19．   

32）∫′〟J～e乃ぉごゐg月e元どの中でこれらの人名が初出するのは、次の催所である。Riedesel：  

1787年4月26日、Agrigentoの項、H・Ⅰ・R．S277・B町done‥1787年4月6日、Palermo  

の項、H・I・R，S237，Abb占de Saint－Nonも13rydoneと同一個所。Comte de Borch：  

1787年4月13日、Palermo，の項、H・I・R，S1512・JohannHeinrichBartcIs＝1787  

年5月3日、Cataniaの項、H・Ⅰ・R・S292・いづれもこれら先人の訪問した跡をGoethe  

が訪れた際に、そこでこれらの名前が出て来ることに注意すべきである。   

83〉 H．Ⅰ．R．S241－2．   

8り H．Ⅰ．R．S23436．   

㍑〉］MICh由：F叩dgβ．P．2578．   

38）H．Ⅰ．R．S247－S．   

ユT）S，GiovannldegliEremitiに関しては、次の資料と図版（写真）を使用した。TCI：  
Stcilia．P．143－14，54－57．MON・SAI・P．370r81・SON・SAI・P 279－299・Chastcl：  

AI．P．7580．写真（図版）は次のものがある。MON・SAI・P・370（写真番号。以下同  

様。）No．426．Bcndettini通り（裏手右側から）。UTET・AI・P・162（No・228）（正面  

左側から遠景。修道院回廊左手前に。）Vtsioni・TAV・Ⅴ（tEenedettini通り。裏手左  

から全景）。AVI：5範崩‰．P．32（回廊内部より鐘楼を仰ぐ）。Ibid■P・33（正面右手空中  

より鐘楼ドーム全景）。   

88）Palazzo deiNormanniに関しては次の資料を使用。TCI：Sieilia．P．141－i2，  

P．54－57．MON．SAI．P．370－81．SON・SAI．P．279－299．Chastel：AI．P．75－80．  

Pietro Toesca：エα C（廷少eJね 助Jdgf乃α，∫椚8∫αgCg．P．7－23．写真は次のものがある。  

Palazzo deiNormanni全景：AVI：ぶわ打ね」f．24（No．5：正面左手よりの空中写真）、  

P．24（No．6：VillaI】orboneより Torre Pisana正面を望む。）LUI．volXV．TAV．  

240（王宮裏側より部一を拡大した空中写真。これが一番CappellaPalatinaの位置がよ  
くわかる。）Cappella Palatina：内部AVI：Sicilia．P．25（No．7b内陣から身廊および  

王座をみる，）UTET AI．P．161（No．226．身廊から内陣正面をみる。）細部：AVI：  

5旋滋ゐ．P．27（No．12．身廊上部のアラブ式懸垂天井全景）。Ibid．P，26（No・8・王座  

上方壁のモザイクのキリスト全身像。）Ibid．P．26（No．9．右身廊天井のアラブ式人物  
模様と図柄。）Ibid．P．25（7a．Candelabro Pasquale全体図）。他に壁面のモザイクに  

ついては、MON・SAI．P，379（No．439．キリストのエルサレム入城）、P．380（No・  

440・人間の創造）、の他に、∫脇∫dfciの精細な写真がある。また、SaladiReRuggero   
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に関しては、UTET・AI・P・108（No・236・天井の Mosaic も含めた全景）、P．108  

（No・237・その細部の「獅子と孔雀」のアラビア模様）などがある。   
89）DiacJnico（中世ラテン語で、diaconicum，ピザンツの中世ギリシャ語で ∂Jαぷ0－  

リ∫仁6シ）。キリスト教の初期バシリカで、典礼用および聖器保存用にあてられた、内陣に  

隣接する左右後陣前の方形空間を言う。ローマ教会では早く廃れたが、東方教会では永  

く命脈を保ち、右方後陣の前方接続部が当てられる。（LUI．volVI．P．258）。上記の  

Photiusの記述によると、内陣βぞ／招は三つに別れ、中央祭壇部分が、rP≡クβら丁叩∫〟ル，  
その左右が鉱“肌肌ふ と＝Pけ丁£♂√ゞである。   

40）Pratesi■ Diaconico の反対側、即ち左横陣前方にある方形の小部屋。機能は必ら  

ずしも明らかでないが、Diaconico と似たものと推定される。信者がここで供物を捧げ  

る用意をすると言われる。これらの小部屋の使用は、東方とくにシリヤ起源といわれ、  
イタリアではRa、7enna以外は稀である。（LUI．volXVIII．P．7）。   
41）ChleSa diDafninell’Attica．（希∠h？ン／）アテネ北方10粁にあるギリシャ正教寺  

院。‖世紀に建てられ、そのモザイクは当時のビザンツ芸術の代表的なもので、建築構 カノ 

ン 造との関連における複雑な配置、典礼に従った装飾の規範の厳格さは有名。（LtニⅠ・VOl  
V．P．75（））。  

12）れ†ON．SAI．P．379－80．   

43）Pietro Toesca：Z Mosai（t．P．1719．   

揖）H．Ⅰ．R．S241－12．   

45〉 H．Ⅰ◆R．S248－i9．  
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